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越生町の成り立ち
（町村制施行まで）

　
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
ご

ろ
、
現
在
の
越
生
町
域
に
相
当
す

る
区
域
は
入に
っ
さ
い西
郡（
入
間
郡
の
西

部
）越
生
郷
と
呼
称
さ
れ
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
は
現
在
の
大
字
に

相
当
す
る
区
域
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ

の
村（
17
ヶ
村
）
と
し
て
編
成
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
上う

え
の野
、
上か
み
や
つ谷
、

堂ど
う
や
ま山
に
つ
い
て
は
分
割
さ
れ
、
上か
み

分ぶ
ん・
下し
も
ぶ
ん分
と
称
し
て
二
村
の
扱
い

が
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
村
の
多

く
は
幕
府
の
代
官
の
支
配
を
受
け

る
御ご
り
ょ
う料
で
し
た
が
、
元げ
ん
ろ
く禄

11
年

（
１
６
９
８
）
の
地じ
か
た
な
お

方
直
し（
幕
府

直
轄
地
を
知ち
ぎ
ょ
う行
地ち

と
し
て
与
え

る
）
に
よ
っ
て
大
名
領
や
旗は
た
も
と本
領

に
組
み
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
明
治
維
新
に
よ
り
武
蔵
国
内
の

天
領（
幕
府
直
轄
地
）、
藩
領（
大

名
領
）、
旗
本
知
行
地
は
新
政
府

が
任
じ
た
地
方
長
官
・
武
蔵
知
県

事
が
管
轄
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
明
治
２
年（
１
８
６
９
）
の

版は
ん
せ
き
ほ
う
か
ん

籍
奉
還
で
、
入
間
郡
は
品
川
県

の
管
轄
区
域
と
な
り
、
数
ヶ
月
後

に
は
韮に
ら
や
ま山
県
の
管
轄
区
域
に
編
入

さ
れ
ま
す
。
同
４
年
の
廃は
い
は
ん
ち
け
ん

藩
置
県

に
よ
っ
て
政
府
の
地
方
統
治
構
造

の
一
元
化
が
完
成
し
、
以
降
は
入

間
県
、
熊
谷
県
の
管
轄
を
経
て
、

埼
玉
県
に
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

寺
社
領
も
没
収
さ
れ
、
約
260
年
間

龍り
ゅ
う
お
ん
じ

穏
寺
領
だ
っ
た
龍た
つ
が
や

ヶ
谷
村
も
韮

山
県
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
村
に
は
戸
長
と
副
戸
長
が
置

か
れ
、
村
の
行
政
事
務
を
行
う
た

め
の
戸
長
役
場
が
置
か
れ
ま
し

た
。
明
治
17
年（
１
８
８
４
）
５

月
、
政
府
は
新
た
に
、
複
数
の
町

村
を
一
つ
の
戸
長
役
場
が
管
轄
す

る
連
合
戸
長
制
を
布
達
し
、
越
生

村
連
合
戸
長
役
場（
越
生
、上
野
、

如ね
お
い意
、
西に
し
わ
だ

和
田
、
大お
お
や谷
、
成な
る
せ瀬
、

鹿か
の
し
た下
、
黒く
ろ
い
わ岩
）
と
大だ
い
ま満
村
連
合
戸

長
役
場（
津つ

く

ね
久
根
、
小こ
す
ぎ杉
、
大
満
、

黒く
ろ
や
ま山
、
龍
ヶ
谷
、
上
谷
、
堂
山
）

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
古ふ
る

池い
け

村
と
麦む
ぎ
は
ら原
村
は
比ひ
き
ぐ
ん

企
郡
に
属
し

て
お
り
、
桃も
も
の
き木
村
連
合
戸
長
役
場

の
所
管
で
し
た
。
こ
の
数
ヶ
村
の

単
位
が
合
併
の
目
安
の
一
つ
と
な

り
、
同
22
年
の
町
村
制
施
行
で
旧

越
生
町
、
梅う
め
そ
の園
村
が
成
立
し
ま

す
。
古
池
村
は
旧
越
生
町
に
、
麦

原
村
は
梅
園
村
に
編
入
さ
れ
ま
し

た
。

上）越生町合併系図　　下）近世の領主の変遷

和   

田   

村

大   

谷   

村

黒   

岩   

村

如   

意   

村

今   

市   

村

鹿   

下   

村

成   

瀬   

村

（
比
企
郡
）

古   

池   

村

（
比
企
郡
）

麦   

原   

村

大

　満

　村

黒   

山   

村

龍 

ヶ 

谷 

村

小   

杉   

村

津 

久 

根 

村

上   

谷   

村

堂   

山   

村

上   

野   

村

天正18年（1590）御料
慶
長
17
年（
１
６
１
２
）

　龍
穏
寺
領

正
保
年
中

（
１
６
４
４
〜
４
８
）
　

　服
部
五
郎
兵
衛
知
行
地

15
年
（
１
７
０
２
）
旗
本
金
田
氏
知
行
地

黒
田
家
領
分

11
年
（
１
６
９
８
）

　旗
本
島
田
氏
知
行
地

　旗
本
田
代
氏
知
行
地

11
年
　旗
本
金
田
氏
知
行
地

文
政
10
年（
１
８
２
７
）

　清
水
家
領
分

安
政
２
年

　御
料

11
年
　旗
本
金
田
氏
知
行
地

９
年
（
１
６
９
６
）
　旗
本
金
田
氏
知
行
地

正
徳
１
年
　旗
本
森
氏
知
行
地

11
年
　旗
本
石
黒
氏
知
行
地

11
年
　旗
本
島
田
氏
知
行
地

15
年
　長
沢
壱
岐
守
知
行
地

12
年
（
１
６
９
９
）

　黒
田
家
領
分

延
享
４
年
（
１
７
４
７
）
田
安
家
領
分

安
永
９
年
（
１
７
８
０
）

〔
上
分
〕
秋
元
家
領
分

〔
下
分
〕
旗
本
肥
田
氏
知
行
地

寛
保
２
年

　御
料

明
和
３
年
（
１
７
６
６
）
旗
本
島
田
氏
知
行
地

11
年
　旗
本
逸
見
氏
知
行
地
・
旗
本
大
島
氏
知
行
地

安
永
９
年
（
１
７
８
０
）

〔
上
分
〕
秋
元
家
領
分

〔
下
分
〕
旗
本
雨
宮
氏
知
行
地

16
年　御

料

正
徳
１
年
（
１
７
１
１
）

　旗
本
森
氏
知
行
地

天
保
14
年

　御
料

嘉
永
１
年
（
１
８
４
８
）

　松
平
家
領
分

天
保
14
年

　御
料

嘉
永
１
年
（
１
８
４
８
）

　松
平
家
領
分

文
化
８
年
（
１
８
１
１
）
旗
本
川
口
氏
知
行
地

元
文
１
年

　御
料

寛
政
１
年
（
１
７
８
９
）
旗
本
島
田
氏
知
行
地

御
料

天
保
14
年（
１
８
４
３
）

　旗
本
石
黒
氏
知
行
地

　旗
本
金
田
氏
知
行
地

元禄期（１６８８～１７０４）地方直し

天
保
３
年

　御
料

御
料

入間郡高階郷（たかしなごう）
　越生町、毛呂山町付近一帯の地域と見られている

入西郡越生郷
　郷内には、是永名（これながみょう）、恒弘名（つねひろみょう）、
則次名（のりつぐみょう）という地域区分がみえる

近世以降の行政区画（『新編武蔵風土記稿』など）
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平安時代の行政区画
（『倭名類聚抄』）

中世の行政区画
（『法恩寺年譜』）
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Pick up

おごせ教育

　１月16日（木）に３年生が、越生
町社会福祉協議会の皆さまをはじ
め、多くの方にお世話になって進め
てきた福祉学習のまとめの発表会
を行いました。クイズや手話の実演
などを取り入れ、学習の成果を分か
りやすく伝え合いました。

　１月22日（水）は、６年生が社会
科見学で国会議事堂と科学技術館
に行きました。国の重要なことを話
し合う衆議院の議場や、３体の銅像
が立つ中央広間等を見学しました。
また、科学技術館では、様々な展示
や体験を通して生活の中に活かさ
れている科学を学び、より身近に科
学を感じることができました。

おごせっ子広場
　町内の小中学校や町の行事等
に参加するこどもたちを写真で
紹介するコーナーです。

越 生 中 学 校

　１月14日（火）にときがわ町にあ
る上サ・スケート場（天然スケート
リンク）をお借りして５、６年生がス
ケート教室を実施しました。５年生
は、ほとんどの児童が初体験でした
が、徐々に慣れていきました。６年生
は、昨年度の経験を活かし、５年生に
教える姿が見られました。

梅 園 小 学 校

越 生 小 学 校

ズームイン教育325

清和学園高等学校

『マイスター・ハイスク
ール事業二年目です！』　

　
清
和
学
園
高
等
学
校
は

二
〇
〇
四
年
に
開
校
し
た
単
位

制
・
通
信
制
の
高
等
学
校
で
す
。

自
動
車
科
と
調
理
科
と
普
通
科

が
あ
り
、
通
信
制
で
専
門
学
科

（
自
動
車
・
調
理
）
を
持
つ
学
校

は
全
国
に
唯
一
と
い
う
特
徴
あ

る
学
校
で
す
。

　
令
和
五
年
度
に
文
部
科
学
省

か
ら
マ
イ
ス
タ
ー
・
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
事
業
の
指
定
を
受
け
今
年

で
二
年
目
で
す
。
こ
の
事
業
は

生
徒
達
が
、
越
生
町
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
、
企
業
・
大
学
な
ど

多
く
の
方
々
と
協
働
し
、
最
新

の
知
識
・
技
術
を
学
び
、
生
徒

の
ア
イ
デ
ア
で
町
の
抱
え
る
課

題
の
解
決
を
目
指
し
、
産
業
人

材
と
し
て
の
力
を
身
に
付
け
て

い
く
取
り
組
み
で
す
。
一
つ
挙

げ
ま
す
と
、
今
年
は
バ
レ
ン
タ

イ
ン
チ
ョ
コ
を
、
越
生
町
の
特

産
品
で
あ
る
梅
・
柚
子
を
使
用

し
て
作
り
販
売
し
ま
し
た
。

　
産
業
祭
で
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

を
活
用
し
た
調
理
部
の
出
店
と

軽
音
楽
部
の
演
奏
、
越
辺
川
清

掃
・
灯
籠
流
し
へ
の
協
力
、
子

ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
出

店
、
越
生
子
ど
も
未
来
大
学
の

授
業
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整

備
活
動
な
ど
に
生
徒
達
は
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
町
と
の
連
携
を
深
め

て
い
き
ま
す
。
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